
　

今
年
の
冬
は
寒
さ

が
厳
し
い
。
衣
類
の

発
達
で
薄
手
の
ヒ
ー

ト
テ
ッ
ク
な
る
も
の

が
出
現
し
た
が
、
厚

着
の
人
も
多
い
。
子
ど
も
の
こ
ろ

の
寒
さ
は
こ
ん
な
も
の
で
は
な
か

っ
た
よ
う
に
思
う
。
考
え
て
み
る

に
植
物
は
移
動
も
で
き
ず
、
衣
服

を
ま
と
う
こ
と
な
く
よ
く
生
命
を

維
持
で
き
て
い
る
も
の
と
感
心
す

る
。
そ
れ
に
暦
も
時
計
も
な
い
の

に
開
花
の
時
期
を
そ
う
間
違
え
な

い
▼
山さ

ざ

ん

か

茶
花
の
花
は
ピ
ー
ク
を
過

ぎ
紅
色
の
花
び
ら
を
ま
き
散
ら

す
。
椿
と
は
全
く
別
の
種
だ
が
外

形
で
は
区
別
は
か
な
り
困
難
と

か
。
で
も
簡
単
な
の
は
花
弁
の
散

り
方
で
、
椿
は
花
ご
と
落
ち
る
。

よ
く
よ
く
観
察
す
れ
ば
、
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
の
堅
い
蕾
も
多
く
の
植
物

の
芽
も
活
動
を
始
め
て
い
る
。
こ

の
時
期
は
陽
の
光
が
一
番
の
ご
ち

そ
う
だ
▼
１
月
22
日
通
常
国
会
が

召
集
さ
れ
た
。
安
倍
首
相
は
改
憲

へ
の
強
い
意
欲
を
示
し
「
い
よ
い

よ
実
現
す
る
時
」
と
強
調
し
た
。

節
目
と
な
る
の
が
３
月
25
日
の
自

民
党
大
会
。
安
倍
一
強
暴
走
政

治
、
冬
の
時
代
の
６
年
目
。
共
闘

の
力
で
冬
の
政
治
を
終
わ
ら
せ
、

新
し
い
政
治
実
現
の
時
だ
▼
昨
年

の
解
散
総
選
挙
、
政
党
情
勢
が
不

安
定
に
な
っ
た
時
で
も
、
市
民
連

合
と
野
党
の
共
闘
が
一
定
の
力
を

見
せ
た
。
こ
れ
は
新
し
い
政
治
を

求
め
る
一
条
の
光
で
あ
る
。
厳
寒

の
政
治
の
中
に
輝
く
陽
の
光
で
あ

り
、
大
事
な
芽
を
育
て
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
だ
▼
日
本
国
憲
法
を
、
総
理

大
臣
が
旗
を
振
り
改
憲
す
る
と
い

う
こ
と
自
身
が
憲
法
違
反
。
国
民

の
信
を
得
た
と
い
う
が
、
選
挙
公

約
に
正
面
か
ら
掲
げ
て
い
な
い
。

〝
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
３
０
０

０
万
人
署
名
〞
を
強
力
に
取
り
組

み
、
改
憲
の
発
議
を
さ
せ
な
い
世

論
を
作
り
上
げ
、
政
府
の
暴
走
を

必
ず
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
よ
う 

（
無
）

税金・融資のご相談、保険医年金・休業保障・グループ保険のお問い合わせは☎078－393－1805へ。
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保険診療のてびき
診察室で患者さんの元気を引き出す接し方

研
面
究

新春政策研究会
「自民党改憲草案の危険性」

審査対策部だより
HBV核酸定量の減点・復活事例

２面

３面

４面

２月８日　EDについて
２月15日　神鋼石炭火発増設問題と公害調停

「医療知ろう！」放送中!!「医療知ろう！」放送中!!
ラジオ関西番組出演　ラジオ関西番組出演　毎週木曜19時25分～毎週木曜19時25分～

AM558kHz／1395kHz（但馬放送局）

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事
　

保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
の
実
現
な
ど
を
求
め
、
保

団
連
・
協
会
は
１
月
25
日
、
中
央
要
請
行
動
を
実

施
。
兵
庫
協
会
か
ら
加
藤
擁
一
・
川
西
敏
雄
両
副
理

事
長
、
鈴
田
明
彦
・
白
岩
一
心
両
理
事
が
、「
保
険

で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
」
兵
庫
連
絡
会
か
ら
雨
松

真
希
人
歯
科
技
工
士
が
参
加
し
た
。「
保
険
で
良
い

歯
科
医
療
の
実
現
を
求
め
る
」
請
願
署
名
１
万
１
０

９
８
筆
を
持
参
し
、
国
会
議
員
に
紹
介
議
員
の
引
き

受
け
を
要
請
す
る
と
と
も
に
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ア
ン
ケ
ー
ト

で
寄
せ
ら
れ
た
会
員
の
声
を
紹
介
し
、
診
療
報
酬
の

改
善
な
ど
を
求
め
た
。
ま
た
、
厚
労
省
と
介
護
報
酬

や
歯
科
技
工
問
題
で
懇
談
し
た
。

国
会
議
員
に

歯
科
医
療
改
善
を
要
請

　

協
会
は
、
紹
介
議
員
を
引
き
受

け
た
桜
井
周
衆
議
院
議
員
（
立
憲

民
主
党
）、
山
下
芳
生
・
大
門
実

紀
史
（
共
産
党
）
両
参
議
院
議
員

に
署
名
を
提
出
し
た
。

　

桜
井
議
員
は
、
議
員
会
館
内
で

開
催
さ
れ
た
署
名
提
出
集
会
で
も

「
家
庭
環
境
や
経
済
状
況
に
関
わ

ら
ず
必
要
な
受
診
が
で
き
る
よ

う
、
歯
科
医
療
の
充
実
を
実
現
し

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

ま
た
、
大
串
正
樹
衆
議
院
議
員

（
自
民
党
）
と
面
会
。
要
請
書
を

手
渡
し
、
歯
科
点
数
改
定
に
つ
い

て
Ｆ
Ａ
Ｘ
ア
ン
ケ
ー
ト
で
寄
せ
ら

れ
た
会
員
の
声
を
紹
介
し
た
。

雨
松
歯
科
技
工
士
が

保
険
給
付
の
拡
大
訴
え

歯
科
集
会

　

署
名
提
出
集
会
で
は
、
雨
松
歯

末
ま
で
に
免
除
届
出
を
行
っ
た
医

療
機
関
が
４
月
以
降
承
継
な
ど
を

行
っ
た
場
合
は
実
態
に
応
じ
て
新

た
な
免
除
届
出
は
不
要
に
す
る
考

え
を
示
し
た
。

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
で
初
の

厚
労
省
要
請

　

歯
科
技
工
問
題
に
つ
い
て
は
、

保
団
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
初

め
て
厚
労
省
要
請
を
行
い
、
歯
科

技
工
取
引
に
お
け
る
ル
ー
ル
作
り

に
速
や
か
に
着
手
す
る
よ
う
求
め

た
。

　

厚
労
省
は
、
現
在
行
っ
て
い
る

歯
科
技
工
士
の
労
働
時
間
に
つ
い

て
の
調
査
結
果
を
基
に
来
年
度
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
と
回
答
し

た
。

　

ま
た
、
厚
労
省
交
渉
に
先
立

ち
、
倉
林
明
子
参
議
院
議
員
（
共

産
党
・
京
都
）
と
懇
談
。
歯
科
技

工
士
の
労
働
実
態
や
委
託
技
工
で

の
取
引
の
問
題
を
説
明
し
た
。
倉

林
氏
は
、
歯
科
医
療
費
拡
充
と
と

も
に
取
引
ル
ー
ル
の
確
立
へ
向
け

て
協
力
す
る
と
し
た
。

桜井周議員（左２人目）に、加藤副理事長（右２人目）、鈴
田理事（左端）、雨松歯科技工士（右端）が兵庫協会で集め
た署名を提出

大串正樹議員（中央）に要請書を手渡
す加藤副理事長（右）と鈴田理事（左）

　

保
団
連
は
１
月
27
〜
28
日
、

東
京
都
内
で
第
48
回
定
期
大
会

を
開
催
。
兵
庫
協
会
は
２
０
１

７
年
の
歯
科
会
員
増
加
数
、
歯

科
組
織
上
昇
率
と
も
に
全
国
２

位
と
な
り
、
６
年
連
続
で
表
彰

を
受
け
た
。
歯
科
は
年
間
で
45

人
会
員
数
が
増
え
、
会
員
数
は

２
１
２
０
人
と

な
っ
た
。

　

保
団
連
は
、

毎
年
１
月
１
日

か
ら
12
月
末
ま

で
の
全
国
各
協

会
・
医
会
お
よ

び
ブ
ロ
ッ
ク
の

医
科
・
歯
科
会

員
そ
れ
ぞ
れ
の

増
加
数
と
組
織

上
昇
率
を
集
計

し
、
上
位
３
団

体
を
表
彰
。
保

団
連
全
体
の
組

織
強
化
の
一
助

と
し
て
い
る
。

と
も
に
全
国
２
位

保
団
連
大
会　

会
員
拡
大
表
彰

歯
科
会
員
増
加
数
・
上
昇
率

１・25　中央要請行動

国会議員３氏が署名引き受け

署名１万１千筆を提出署名１万１千筆を提出
保険で良い歯科求める

西山裕康理事長（左２人目）、加藤擁一（右端）・川村
雅之（右２人目）両副理事長が、住江憲勇保団連会長
（左端）、宇佐美宏保団連歯科代表（中央）から表彰状
を受け取った　　　　　　　　　　　　　　　　　　

科
技
工
士
（「
保
険
で
良
い
歯
科

医
療
を
」
全
国
連
絡
会
会
長
）
が

開
会
あ
い
さ
つ
。
医
療
費
の
自
己

負
担
が
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
て

い
る
上
、
矯
正
治
療
な
ど
多
額
の

患
者
負
担
が
か
か
る
医
療
が
多

く
、
望
ん
で
い
る
治
療
が
受
け
ら

れ
な
い
現
状
を
改
善
す
る
よ
う
訴

え
た
。
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
歯
科

医
師
・
歯
科
技
工
士
・
歯
科
衛
生

士
ら
が
、
医
療
現
場
の
過
酷
な
労

働
実
態
を
報
告
し
た
。

介
護
報
酬
の
紙
媒
体
請
求

継
続
で
一
部
要
求
実
現

　

介
護
報
酬
に
関
し
て
、
厚
労
省

※ 本紙２月25日号に会場地図一覧を掲載予定。３月上旬にハガ
キでもご案内します。

開催地 日　　時 会　　場

医
科
・
入
院
外

神戸① ３月22日（木）14時～ 兵庫県農業会館11階大ホール

西　宮 ３月22日（木）14時～ 西宮市民会館大会議室

伊　丹 ３月22日（木）14時～ JEC日本研修センター伊丹

加古川 ３月22日（木）15時30分～ 加古川商工会議所４階大会議室

小　野 ３月22日（木）14時～ 小野市うるおい交流館エクラ
大会議室

尼　崎 ３月23日（金）14時～ 尼崎市中央地区会館大ホール

神戸② ３月24日（土）14時～ 兵庫県農業会館11階大ホール

姫　路 ３月24日（土）14時～ 姫路市市民会館中ホール

三　田 ３月24日（土）14時～ 三田市キッピーモール６階
多目的ホール

淡　路 ３月24日（土）15時～ 淡路市立しづかホール

豊　岡 ３月25日（日）14時～ 豊岡市・日高地区公民館

明　石 ３月27日（火）14時～ アスピア明石北館９階
子午線ホール

医
科
・
入
院

神　戸 ３月22日（木）16時30分～ 兵庫県農業会館11階大ホール

姫　路 ３月24日（土）16時30分～ 姫路市市民会館中ホール

豊　岡 ３月25日（日）16時30分～ 豊岡市・日高地区公民館

介
護

豊　岡 ３月25日（日）11時～ 豊岡市・日高地区公民館

神　戸 ３月29日（木）14時～ 兵庫県農業会館11階大ホール

姫　路 ３月31日（土）14時～ 姫路じばさんびる901会議室

薬科 ４月14日（土）15時30分～ 保険医協会６階会議室

歯
科

神戸① ３月18日（日）14時～ 兵庫県私学会館４階大ホール

姫　路 ３月21日（水・祝）10時30分～ 姫路じばさんびる９階901会議室

尼　崎 ３月21日（水・祝）14時30分～ 都ホテルニューアルカイック２階「あやめの間」

明　石 ３月22日（木）19時～ アスピアあかし７階学習室704

伊　丹 ３月22日（木）19時～ JEC日本研修センター伊丹６階
大会議室

加古川 ３月24日（土）18時30分～ 加古川商工会議所４階大会議室

豊　岡 ３月25日（日）14時～ 日高地区公民館２階会議室

三　田 ３月29日（木）20時～ 三田市キッピーモール６階
多目的ホール

神戸② ４月８日（日）14時～ 保険医協会５階会議室

歯科在宅・介護 ４月１日（日）14時～ 保険医協会５階会議室

診療報酬・介護報酬改定研究会開催一覧診療報酬・介護報酬改定研究会開催一覧

※「医科・入院」は入院外の内容を含みません

老
健
局
と
の
懇
談
も

実
施
。
川
西
副
理
事

長
と
白
岩
理
事
、
保

団
連
か
ら
住
江
会
長

ら
が
出
席
し
た
。
協

会
は
今
年
４
月
の
電

子
請
求
義
務
化
後
も

医
療
機
関
が
希
望
す

れ
ば
紙
媒
体
で
の
請

求
を
認
め
る
よ
う
要

請
。

　

厚
労
省
は
、
３
月
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◇
出
席　

27
人

◇
情
勢　

厚
労
省
は
診
療
報
酬
改

定
に
あ
た
り
骨
子
案
を
中
医
協
に

提
示
。
複
数
医
療
機
関
が
連
携

し
、
24
時
間
態
勢
で
訪
問
診
療
を

実
施
し
た
場
合
の
報
酬
の
新
設
や

大
手
調
剤
薬
局
チ
ェ
ー
ン
の
報
酬

引
き
下
げ
、
入
院
医
療
の
重
症
患

者
割
合
に
着
目
し
た
新
評
価
体
系

な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

◇
医
療
運
動
対
策　

「
診
療
報
酬

改
定
・
介
護
報
酬
改
定
に
対
す
る

抗
議
声
明
」
が
承
認
さ
れ
、
①
診

療
報
酬
引
上
げ
求
め
る
会
員
署
名

の
到
達
は
１
４
２
１
筆
、
②
保
団

連
中
央
要
請
行
動
の
予
定
、
③
国

保
県
単
位
化
の
動
向
な
ど
の
県
政

対
策
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
医
療
活
動　

新
点
数
研
究
会
の

開
催
計
画
が
報
告
さ
れ
た
ほ
か
、

厚
労
省
の
「
診
療
報
酬
改
定
案
」

に
対
す
る
パ
ブ
コ
メ
提
出
へ
の
協

力
が
理
事
者
に
要
請
さ
れ
た
。
ま

た
保
団
連
歯
科
診
療
報
酬
・
介
護

報
酬
改
善
厚
労
省
要
請
（
12
／

28
）
の
内
容
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
組
織
強
化
月
間　

会
員
数
が
７

４
０
０
人
に
達
し
、
歯
科
部
門
で

保
団
連
「
年
間
会
員
増
加
数
」

「
組
織
上
昇
率
」
と
も
に
２
位
で

ダ
ブ
ル
入
賞
し
た
こ
と
、
兵
庫
協

会
内
に
勤
務
医
部
を
発
足
さ
せ
る

こ
と
を
受
け
、
６
月
３
日
に
保
団

連
勤
務
医
交
流
会
を
兵
庫
で
開
催

す
る
こ
と
等
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
歯
科
部
会　

①
学
校
歯
科
検
診

に
つ
い
て
県
健
康
増
進
課
・
教
育

委
員
会
・
県
歯
と
懇
談
し
た
こ
と

（
12
／
13
）、
②
歯
科
技
工
士
問

題
に
関
し
て
保
団
連
近
畿
ブ
ロ
ッ

ク
で
担
当
者
会
議
を
開
催
し
（
12

／
23
）、
厚
労
省
要
請
を
行
う
こ

と
（
１
／
25
）
が
報
告
さ
れ
た
。

 

（
１
月
13
日　

理
事
会
よ
り
）

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
昨
年
10
月

７
日
、
神
戸
市
内
で
第
34
回
漢
方

研
究
会
を
開
催
。「
六
君
子
湯
の

作
用
〜
グ
レ
リ
ン
を
中
心
に
〜
」

を
テ
ー
マ
に
、
鹿
児
島
大
学
大
学

院
医
歯
学
総
合
研
究
科
・
心
身
内

科
学
の
乾
明
夫
教
授
が
講
演
。
41

人
が
参
加
し
た
。
近
重
民
雄
先
生

の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

同
級
生
の
乾
明
夫
鹿
児
島
大
学

教
授
の
講
演
と
聞
い
て
い
ま
し
た

の
で
、
何
も
考
え
ず
に
た
だ
聴
き

た
い
と
元
町
の
会
場
に
駆
け
つ
け

ま
し
た
。

　

乾
先
生
に
は
２
０
１
６
年
、
人

参
養
栄
湯
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た

　

政
策
部
は
１
月
13
日
、
協
会
会

議
室
で
新
春
政
策
研
究
会
「
自
民

党
改
憲
草
案
の
危
険
性
」
を
開

催
。
京
都
大
学
大
学
院
の
髙
山
佳

奈
子
教
授
が
講
演
し
、
22
人
が
参

加
し
た
。

　

髙
山
氏
は
憲
法
に
つ
い
て
、
①

国
民
が
権
力
者
を
縛
る
役
割
と
、

が
、
今
回
は
六
君
子
湯
で
す
。
六

君
子
湯
は
六
と
い
う
数
字
が
つ
い

て
い
ま
す
が
、
８
種
類
の
生
薬
か

ら
な
る
漢
方
薬
で
す
。

　

主
に
食
欲
増
進
作
用
を
有
す
る

グ
レ
リ
ン
の
分
泌
促
進
作
用
に
つ

り
認
知
機
能
を
改
善
す
る
作
用
な

ど
も
確
か
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

お
話
は
も
っ
と
多
岐
に
わ
た
る

も
の
で
し
た
が
、
字
数
の
関
係
も

あ
り
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
私
は
長
年
、
六
君
子
湯
を
消

化
器
症
状
改
善
の
た
め
に
処
方
し

て
き
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
大
き
な

可
能
性
を
秘
め
た
興
味
深
い
処
方

と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
長
く
付
き

合
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し

た
。

　

乾
先
生
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

 

【
須
磨
区　

近
重　

民
雄
】

で
あ
る
「
平
和
主
義
」
を
破
壊
す

る
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

　

さ
ら
に
緊
急
事
態
条
項
に
つ
い

て
は
、
内
閣
に
よ
り
緊
急
事
態
宣

言
が
発
せ
ら
れ
た
期
間
中
、
国
民

は
「
国
そ
の
他
公
の
機
関
の
指
示

に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

さ
れ
、
基
本
的
人
権
が
制
限
さ
れ

る
上
、
内
閣
は
法
律
と
同
一
の
効

力
を
有
す
る
政
令
を
制
定
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
独
裁
政
治
に
つ
な

が
る
と
指
摘
し
た
。

　

最
後
に
髙
山
氏
は
、
憲
法
に
明

記
さ
れ
て
い
る
臨
時
国
会
の
開
会

を
、
野
党
が
総
議
員
の
４
分
の
１

以
上
で
求
め
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

首
相
が
開
会
し
な
か
っ
た
の
は
、

憲
法
無
視
と
し
か
言
い
よ
う
が
な

い
と
批
判
。
特
定
秘
密
保
護
法
な

ど
、
違
憲
の
疑
い
が
強
い
法
律
が

強
行
採
決
さ
れ
て
い
る
現
状
を
民

主
主
義
の
危
機
で
あ
る
と
し
て
強

く
警
告
し
、
立
憲
主
義
を
取
り
戻

す
運
動
の
必
要
性
を
訴
え
た
。

主
主
義
の
根
幹
を
な
す
精
神
的
自

由
を
保
障
す
る
た
め
の
表
現
の
自

由
や
財
産
権
も
、「
公
益
」
や

「
公
の
秩
序
」
を
理
由
に
制
限
で

き
る
こ
と
に
な
り
、「
国
民
の
諸

権
利
を
制
限
す
る
『
憲
法
』
な

ど
、
憲
法
で
は
な
い
」
と
痛
烈
に

批
判
し
た
。

　

ま
た
、
９
条
に
つ
い
て
、
自
民

党
憲
法
改
正
推
進
本
部
の
「
た
た

き
台
」
で
は
現
行
の
９
条
１
・
２

項
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
自
衛
隊
を

②
国
民
の
基
本
的
人
権
を
保
障
す

る
役
割
か
ら
な
る
と
解
説
。
自
民

党
改
憲
草
案
は
権
力
者
で
は
な
く

国
民
の
憲
法
尊
重
義
務
を
明
記

し
、
基
本
的
人
権
の
保
障
を
削
除

し
て
お
り
、
近
代
憲
法
と
は
言
え

な
い
と
批
判
し
た
。

　

さ
ら
に
、
お
互
い
の
基
本
的
人

権
同
士
が
対
立
し
た
場
合
に
調
整

す
る
「
公
共
の
福
祉
」
概
念
が
、

自
民
党
改
憲
草
案
で
は
「
公
益
及

び
公
の
秩
序
」
に
変
え
ら
れ
、
民

書
き
込
む
と
し
て

い
る
が
、
こ
れ
は

実
質
的
に
集
団
的

自
衛
権
の
行
使
に

お
墨
付
き
を
与

え
、
現
行
９
条
２

項
の
戦
力
不
保
持

の
原
則
や
交
戦
権

の
否
認
な
ど
を
無

効
化
す
る
こ
と
に

つ
な
が
る
と
し
、

日
本
国
憲
法
の
柱

ペ
ニ
ア
に
対
し

て
も
改
善
効
果

が
み
ら
れ
ま

す
。

　

さ
ら
に
は
マ

ウ
ス
の
実
験
で

長
寿
遺
伝
子
で

あ
る
サ
ー
チ
ュ

イ
ン
１
を
増
加

さ
せ
、
健
康
寿

命
を
延
長
し
た

　

但
馬
支
部
は
昨
年
11
月
25
日
、

第
１
回
救
急
医
療
症
例
検
討
会
を

公
立
豊
岡
病
院
で
開
催
。「
救
急

現
場
の
症
例
か
ら
」
を
テ
ー
マ

に
、
同
病
院
但
馬
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
の
藤
﨑
修
先
生
が
講
演
し
、

会
員
10
人
が
参
加
し
た
。
支
部
長

の
谷
垣
正
人
先
生
の
感
想
を
紹
介

す
る
。

　

講
師
の
藤
﨑
先
生
は
ま
ず
、

「
救
急
医
と
い
う
と
、
３
Ｋ
（
き

つ
い
、
汚
い
、
危
険
）
に
加
え
て

４
Ｋ
（
＋
怖
い
）
の
イ
メ
ー
ジ
が

あ
る
と
思
う
が
、
時
間
に
追
わ
れ

る
仕
事
を
し
て
い
る
た
め
『
瞬
間

湯
沸
か
し
器
』
の
よ
う
な
医
師
が

多
く
、
そ
こ
は
許
し
て
ほ
し
い
」

と
会
場
を
和
ま
せ
、
参
加
者
か
ら

笑
い
が
起
こ
っ
た
。

　

公
立
豊
岡
病
院
但
馬
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
は
、
１
次
救
急
か
ら
３

次
救
急
ま
で
受
け
入
れ
る
北
米
型

Ｅ
Ｒ
の
形
態
で
、
簡
単
な
手
術
や

内
視
鏡
治
療
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
管
理
ま

で
、
か
な
り
の
医
療
を
同
セ
ン
タ

ー
内
で
完
結
で
き
る
全
国
的
に
も

ユ
ニ
ー
ク
な
方
式
を
と
っ
て
い

る
。

　

ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
の
特
徴
で

あ
る
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
・
ド
ク
タ
ー

カ
ー
は
、
発
症
か
ら
治
療
開
始
ま

い
紹
介
で
助
か
っ
た
症
例
の
提
示

と
、
外
傷
患
者
の
生
存
率
が
上
が

っ
て
き
て
い
る
報
告
が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
、
開
業
医
か
ら
同
セ
ン

タ
ー
へ
の
紹
介
に
つ
い
て
、
紹
介

が
あ
れ
ば
同
セ
ン
タ
ー
側
は
原
則

と
し
て
１
０
０
％
受
け
入
れ
る
こ

と
、
た
だ
し
そ
の
際
、
紹
介
状
は

後
か
ら
で
も
い
い
が
、
病
態
と
バ

イ
タ
ル
サ
イ
ン
、
来
院
手
段
、
そ

し
て
家
族
に
つ
い
て
の
情
報
の
四

つ
は
必
ず
電
話
で
伝
え
て
ほ
し

い
、
と
強
調
さ
れ
た
。

　

感
染
症
に
つ
い
て
は
、
原
因
微

生
物
を
推
定
ま
た
は
同
定
し
て
治

療
を
開
始
す
る
た
め
、
そ
の
前
に

抗
生
剤
が
投
与
さ
れ
て
い
る
と
治

療
が
非
常
に
困
難
に
な
る
こ
と
、

脳
卒
中
の
場
合
は
、
ｔ
―
Ｐ
Ａ
治

療
や
血
管
内
治
療
を
す
る
に
は
発

症
後
何
時
間
経
っ
て
い
る
か
が
決

め
手
に
な
る
の
で
、
そ
れ
を
ま
ず

教
え
て
ほ
し
い
こ
と
、
さ
ら
に
心

筋
梗
塞
に
つ
い
て
は
、
Ｅ
Ｃ
Ｇ
の

結
果
と
、
可
能
な
ら
20
Ｇ
以
上
の

針
に
よ
る
ル
ー
ト
確
保
が
あ
れ
ば

非
常
に
助
か
る
こ
と
、
な
ど
の
話

が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
重
症
患
者
と
い
う
こ
と

で
、
せ
っ
か
く
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で

駆
け
つ
け
て
も
、
本
人
や
家
族
か

ら
Ｄ
Ｎ
Ｒ
（
蘇
生
処
置
拒
否
）
の

書
類
が
出
て
お
り
、
そ
れ
が
周
囲

に
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
し

ば
し
ば
あ
る
こ
と
、
経
口
の
第
３

世
代
セ
フ
ェ
ム
は
吸
収
率
が
悪
く

無
効
な
場
合
が
多
い
こ
と
な
ど

も
、
話
題
に
な
っ
た
。

　

最
後
に
参
加
者
か
ら
、
救
急
受

診
時
の
検
査
や
画
像
の
デ
ー
タ
を

開
業
医
に
も
送
っ
て
も
ら
え
な
い

か
、
小
児
の
肺
炎
患
者
や
骨
折
患

者
へ
の
対
応
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ

ー
患
者
へ
の
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
注
射

な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
活

発
な
討
論
が
行
わ
れ
た
。

　

救
急
の
勉
強
会
は
今
回
が
初
め

て
だ
っ
た
が
、
わ
か
り
や
す
い
講

演
と
ウ
ィ
ッ
ト
に
富
ん
だ
多
く
の

ス
ラ
イ
ド
と
で
、
非
常
に
楽
し
く

か
つ
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
た
。

　

支
部
で
は
今
後
こ
の
勉
強
会
を

シ
リ
ー
ズ
化
す
る
予
定
で
あ
る
。

救
急
医
は
開
業
医
の
後
医
、
言
わ

ば
「
最
後
の
砦
」
で
あ
り
、
こ
の

会
が
開
業
医
と
救
急
医
の
経
験
を

交
流
さ
せ
る
場
に
な
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。

 

【
豊
岡
市　

谷
垣　

正
人
】

で
の
時
間
の
短
縮

が
目
的
で
、
こ
れ

が
但
馬
地
域
の
救

命
率
の
向
上
に
繋

が
っ
て
い
る
、
と

の
説
明
が
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
実

際
に
あ
っ
た
、
中

枢
性
尿
崩
症
の
若

い
女
性
患
者
が
、

開
業
医
か
ら
の
早

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

藤
沢　

一
子
先
生

兵
庫
区　

眼
科

10
月
10
日 

享
年
90
歳

蓮
池　

浩
明
先
生

北
区　

内
科
・
小
児
科

12
月
31
日 

享
年
74
歳

栗
林　

秀
明
先
生

加
古
川
市　

歯
科

12
月
26
日 

享
年
49
歳

脇
坂　

憲
昭
先
生

尼
崎
市　

内
科
・
循
環
器
科

１
月
21
日 

享
年
90
歳

下
村　

隆
之
先
生

西
区　

内
科
・
泌
尿
器
科

１
月
23
日 

享
年
64
歳

感 想 文

感 想 文

鹿児島大学の乾教授が六君子湯の
作用について講演　　　　　　　

但馬救命救急センターから
藤﨑先生が講演した　　　

法
学
者
の
髙
山
佳
奈
子
京
大
教
授
が
自
民
党
の

改
憲
案
の
問
題
点
を
解
説
し
た　
　
　
　
　
　

新春政策研究会

基本的人権を否定する
自民党改憲草案の危険性

六
君
子
湯
が
秘
め
る

大
き
な
可
能
性

開
業
医
と
救
急
医
の

経
験
交
流
の
場
に

西
宮
・
芦
屋
支
部　

漢
方
研
究
会

西
宮
・
芦
屋
支
部　

漢
方
研
究
会

但
馬
支
部　

他
科
を
知
る
会　

救
急
シ
リ
ー
ズ
第
１
回

但
馬
支
部　

他
科
を
知
る
会　

救
急
シ
リ
ー
ズ
第
１
回

い
て
の
お
話
で
し
た
。
グ
レ
リ
ン

は
主
と
し
て
胃
粘
膜
の
細
胞
か
ら

分
泌
さ
れ
ま
す
。

　

六
君
子
湯
の
消
化
器
症
状
改
善

作
用
は
消
化
管
ホ
ル
モ
ン
グ
レ
リ

ン
を
介
し
て
の
も
の
で
、
グ
レ
リ

ン
分
泌
促
進
作
用
と
グ
レ
リ
ン
受

容
体
シ
グ
ナ
ル
増
強
作
用
（
デ
ュ

ア
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
）
に
よ
る
も
の

で
す
。
グ
レ
リ
ン
は
下
垂
体
に
働

き
成
長
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
を
促
進

し
、
視
床
下
部
に
働
き
食
欲
を
増

進
さ
せ
ま
す
。
こ
の
た
め
サ
ル
コ



兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可)

お問合せは共済部ま
で０７８-３９３-１８０５

保険医協会の共済制度をお勧めします！

団体定期
生命保険 

■ 団体保険だから断然安い保険料
■ 最高5000万円の高額保障

■ 配偶者1000万円セット加入あり
■ 過去８年の平均配当率46％

保険の見直しに効果大
ネット生保と比べてみてください

■ 最長75歳まで保障
■ いつでも増額･減額OK

病気やケガの休業に備えて、高い保険料を払っていませんか？

最長75歳まで730日の充実保障／掛け捨てではありません／弔慰・高度障害給付あり／
自宅療養、代診をおいても給付／うつ病等の精神疾患、認知症も給付／妊娠･出産に起因
する併発病、帝王切開も給付／他制度の給付に関係なくお支払い

損害保険の団体割引きもご利用ください。
所得補償保険、 医師賠償責任保険、自動車保険、 火災保険

非営利・助け合いの共済だから
掛金は割安、かつ満期まで上がりません！

グループ保険グループ保険グループ保険グループ保険

休業保障制度休業保障制度休業保障制度休業保障制度 支　　部　　の　　催　　物　　案　　内支　　部　　の　　催　　物　　案　　内

２０１８年(平成３０年)２月５日(毎月３回５・15・25日発行)（３） 第１８６８号

花團治師匠（左）と純瓶師匠（右）が古典落語で
楽しませ、最後は２人のトークコーナーで盛り
上げた　　　　　　　　　　　　　　　　　　

句養祭で石櫃に句を納める参加者

　

文
化
部
は
１
月
13
日
、
協
会
会

議
室
で
「
初
笑
い
！　

新
春
保
険

医
寄
席
」
を
開
催
。
桂
花
團
治
師

匠
、
笑
福
亭
純
瓶
師
匠
を
演
者

に
、
会
員
、
ス
タ
ッ
フ
、
家
族
ら

72
人
が
参
加
し
た
。
志
水
雄
一
郎

先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

♪
チ
ャ
カ
チ
ャ
ン
リ
ン
チ
ャ
カ
チ

ャ
ン
リ
ン
チ
ャ
カ
チ
ャ
ン
リ
ン　

デ
ン
デ
ン
♪

　

い
き
な
り
の
出
囃
子
で
す
が
、

こ
れ
が
、
私
と
落
語
の
出
会
い
で

ご
ざ
い
ま
す
。
か
れ
こ
れ
30
年
ほ

ど
前
、
高
校
時
代
の
国
語
の
先
生

が
落
語
好
き
で
自
ら
上
方
落
語
協

会
に
所
属
。
セ
ミ
プ
ロ
と
し
て
活

躍
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
先

生
が
教
室
に
入
っ
て
こ
ら
れ
る

際
、
友
人
た
ち
と
出
囃
子
を
口
ず

さ
ん
だ
も
の
で
し
た
。

で
、
落
語
が
始
ま
る
と
そ
の
世
界

に
引
き
込
ま
れ
、
大
笑
い
し
ま
し

た
。
ど
れ
も
わ
か
り
や
す
く
笑
い

転
げ
ま
し
た
が
、
特
に
『
時
う
ど

ん
』『
持
参
金
』
な
ど
は
、
私
の

大
好
き
な
ネ
タ
で
し
た
。
ま
た
、

口
演
終
了
後
の
懇
親
会
で
は
両
師

匠
の
気
さ
く
な
お
人
柄
に
も
触
れ

る
こ
と
が
で
き
、
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

第
12
回
句
養
祭
の
た
め
の
伊
予

松
山
へ
の
旅
が
始
ま
る
。
句
養
祭

と
は
、
俳
句
結
社
「
雲ひ

ば
り雀
」（
主

宰
は
宝
塚
市
の
岡
本
純
子
先
生
）

が
年
に
１
回
、
香
積
寺
（
愛
媛
県

東
温
市
）
で
行
う
式
典
で
、
全
国

の
会
員
が
一
年
間
に
俳
誌
「
雲

雀
」
に
投
句
さ
れ
た
句
稿
を
住
職

の
読
経
と
と
も
に
供
養
し
、
お
焚

き
あ
げ
を
行
う
。
記
念
句
会
の
た

め
に
作
っ
た
句
は
毛
筆
で
各
自
書

き
上
げ
、
石せ

き

櫃ひ
つ

に
納
め
る
儀
式
で

あ
る
。

　

金
曜
日
に
旅
立
ち
、
土
曜
日
の

午
前
中
は
日
曜
日
の
記
念
句
会
の

選
句
を
し
た
後
、
大
街
道
に
あ
る

繁
華
街
を
ぶ
ら
ぶ
ら
し
な
が
ら
駄

句
を
捻
り
出
す
。

　

鯛
釜
飯
を
食
べ
た
後
、
道
後
温

泉
に
あ
る
正
岡
子
規
の
記
念
博
物

館
へ
向
か
う
。
ポ
ス
タ
ー
に
は

「
十
年
の
汗
を
道
後
の
温
泉
に
洗

の
魚
で
一
杯
。

　

翌
日
の
日
曜
日
、
午
前
中
は
句

養
祭
、
午
後
か
ら
記
念
句
会
で
各

自
の
選
句
を
詠
み
あ
げ
、
主
宰
を

中
心
に
選
評
が
行
わ
れ
る
。
残
念

な
こ
と
に
私
の
句
は
一
句
も
互
選

で
は
選
ば
れ
な
か
っ
た
が
、
主
宰

の
特
選
に
入
っ
た
句
「
神
の
留
守

仕
事
さ
ぼ
り
て
句
養
祭
」
を
褒
め

て
い
た
だ
い
た
。「
仕
事
さ
ぼ
り

て
」
は
、「
本
日
休
診
」
位
に
す

れ
ば
と
の
こ
と
。
か
よ
う
に
お
お

ら
か
な
俳
句
結
社
な
の
で
、
私
で

す
ら
12
年
以
上
も
続
い
て
い
る
の

で
あ
る
。

　

夜
は
俳
句
談
義
を
肴
に
酒
宴
を

催
し
、
瀬
戸
内
の
魚
介
類
を
は
じ

め
「
坊
ち
ゃ
ん
ビ
ー
ル
」
や
、
も

ろ
も
ろ
の
地
酒
で
ほ
ろ
酔
い
に
。

翌
日
月
曜
日
は
第
２
回
雲
雀
全
国

合
同
句
会
が
雲
雀
記
念
館
で
行
わ

れ
、
お
開
き
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
泌
尿
器
科
医
と
し
て

患
者
様
の
排
泄
物
と
格
闘
し
、
汗

ま
み
れ
だ
っ
た
仕
事
一
筋
の
私

が
、
ほ
ん
の
つ
か
の
間
、
休
診
し

俳
句
三
昧
の
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
３
日
間
だ

っ
た
。

　

そ
し
て
気
分
も
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
。
明
日
か
ら
ま
た
頑
張
る
ゾ
! !

　

そ
し
て
来
年
も
参
加
し
た
い
な

あ
と
考
え
て
い
る
。

「
神
の
留
守
本
日
休
診
句
養
祭
」

 

い
る
ふ

へ
」
と
あ
る
。
例
年
は

ざ
っ
と
見
る
の
だ
が
、

伊
予
国
の
歴
史
、
江
戸

時
代
の
松
山
藩
時
代
、

幕
末
維
新
の
歴
史
や
子

規
の
年
譜
な
ど
を
丁
寧

に
見
て
い
る
と
、
肝
心

の
俳
句
に
た
ど
り
着
く

前
に
閉
館
の
ア
ナ
ウ
ン

ス
。
ヘ
チ
マ
を
季
語
に

し
た
絶
筆
三
句
の
最
終

コ
ー
ナ
ー
の
前
で
妙
に

し
ん
み
り
と
す
る
。
夜

は
瀬
戸
内
の
と
れ
と
れ

　

〝
笑
う
こ
と
は
、
健
康
を
司

る
〞
と
昔
か
ら
医
学
的
に
も
よ
く

言
わ
れ
ま
す
。
私
も
今
回
の
寄
席

を
鑑
賞
し
て
、
充
分
に
ス
ト
レ
ス

を
解
消
で
き
た
と
実
感
で
き
ま
し

た
。
医
療
従
事
者
と
し
て
も
、
笑

い
の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　

（
以
下
『
時
う
ど
ん
』
風
に
）

「
入
場
料
、
ナ
ン
ボ
や
？
」「
へ

い
５
０
０
円
で
す
わ
」「
銭
、
細

か
い
ね
ん
。
手
ぇ
〜
出
し
な
は

れ
。
い
く
で
〜
っ
ひ
い
、
ふ
う
、

み
い
、
よ
う
、
今
な
ん
時
や
？
」

「
確
か
ふ
た
つ
で
」「
み
い
、
よ

う
、
い
つ
…
」
２
０
０
円
損
し
お

っ
た
…
。

　

「
ホ
ン
マ
に
こ
の
お
値
段
で
い

い
の
？
」
と
思
え
る
、
お
値
打
ち

な
寄
席
で
も
あ
り
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
次

回
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

【
長
田
区
・
歯
科

 

志
水
雄
一
郎
】

　

さ
て
、
私
は

落
語
を
間
近
で

実
際
に
鑑
賞
す

る
こ
と
は
、
今

回
が
初
め
て
で

し
た
が
、
花
團

治
師
匠
、
純
瓶

師
匠
に
素
晴
ら

し
い
古
典
落
語

を
披
露
し
て
い

た
だ
き
大
満
足

で
し
た
。

　

両
師
匠
と

も
、
迫
力
の
あ

る
声
の
持
ち
主

〈患者〉社保・男性　　〈診療年月〉2017年２月
〈主な傷病名・診療開始月〉関節リウマチ（2016年５月６日）、高尿酸血症
（2016年７月１日）、Ｂ型肝炎の疑い（2017年２月３日）
〈主な請求内容〉

〈減点内容〉
　支払基金より、HBV核酸定量がＢ項（過剰）として査定
・HBV核酸定量　287×１　→　０
〈レセプトコメント〉
＊HBc抗体陽性のため４カ月に１回デノボ肝炎精査のためHBV－DNA測定。
＊MTX、タクロリムス使用で肝機能障害、腎機能障害、汎血球減少をきたす
ため採血項目を多くしています。
〈協会コメント〉レセプトにコメントされている通り、HBc抗体が陽性であ
ることや、MTX、タクロリムスなどの薬剤を使用されていることなどから、
４カ月に１回、HBV核酸定量の検査を施行することは妥当であると思われま
す。改めて経過や必要性などについて詳細にコメントいただき、再審査請求
されてはいかがでしょうか。なお、レセプトコメントがあれば、「Ｂ型肝炎
の疑い」病名は不要と思われます。
〈主治医再審査請求コメント〉Ｂ型肝炎の病名、HBs抗体価、HBc抗体価の
数値をコメントの上、再審査請求を行った。
〈再審査請求結果〉復活

　救急のみならず一般外来、在宅診療、入院診療において循環不全徴
候を早期に察知することは重要です。早期に察知することで後の急変
を予防したり、入院後の全身管理も容易となります。
　循環不全の評価には血液検査や血行動態のモニタリングがもちろん
有用ですが、救急初療や外来、在宅ではそれら検査よりもバイタルサ
インや身体所見で迅速に循環不全を察知し、そしてフォローすること
が大事です。
　どのような身体所見、そしてバイタルサインに注目しているかをエ
ビデンスを交えて解説するとともに、循環不全の早期発見・早期対応
の重要性を発熱症例を元に解説したいと思います。 【高岸　記】

日　時　３月10日（土）17時～　　会　場　協会５階会議室
講　師　京都岡本記念病院総合診療科　高岸　勝繁先生

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1840まで

循環不全徴候の早期発見と
フォローの重要性

第538回診療内容向上研究会診療内容向上研究会

員員

稿稿

会

投

感
想
文

HBV核酸定量の減点・復活事例

新春落語企画

生の落語で
 “初笑い”

俳句三昧の
句養祭でリフレッシュ

宝塚市　　澤村　　新

（12） 再診料、時間外対応加算２、明細書発行体制等加算 76×１
外来管理加算 52×１

（21） メトレート錠２㎎　２錠 33×４
タクロリムスカプセル１㎎　「ニプロ」１カプセル

　　　タクロリムスカプセル0.5㎎　「ニプロ」１カプセル 64×27
　　　フェブリク錠10㎎　１錠 ３×28
　　　プログラフカプセル0.5㎎　１カプセル
　　　プログラフカプセル１㎎　１カプセル 117×１
（60） 尿一般 26×１

抹消血液像（自動機械法） 15×１
抹消血液一般検査 21×１
生化学検査（Ⅰ）10項目以上 115×１
CRP 16×１
IgA 38×１
IgG 38×１
IgM 38×１
HBV核酸定量 287×１

「フレイル・サルコペニアは克服できるのか？
～多施設共同臨床研究から見えてきたもの～」
日　時　２月17日（土）15時15分～17時
会　場　JEC日本研修センター伊丹
講　師　 医療法人向坂医院（大阪市平

野区）向坂直哉先生

■北阪神支部■臨床研究会
「増加する大人の食物アレルギー～身に
つけたいアナフィラキシー対応の基本～」
日　時　３月３日（土）17時～
会　場　協会６階会議室
講　師　 NPOアレルギー支援ネット

ワーク理事長　坂本龍雄先生

■神戸支部■研究会
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税金・融資のご相談、保険医年金・休業保障・グループ保険のお問い合わせは☎078－393－1805へ。

 ☎ 078･393･1801
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確定申告個別相談会確定申告個別相談会

神戸松蔭女子学院大学　人間科学部心理学科　教授　　坂本真佐哉先生講演

診察室で患者さんの　
元気を引き出す接し方

はじめに
　健康への喪失感を抱えた診察室の
患者さんを元気にする言葉のかけ方
について、私の専門であるカウンセ
リングの分野から考えてみたいと思
います。私の専門は臨床心理学です
が、中でも家族療法やブリーフセラ
ピー（短期療法）、ナラティヴ・セ
ラピーという分野が専門です。この
領域は、人の内面としての「心の問
題」というよりも、人と人の相互作
用の文脈の中で「問題」を捉え、解
決について患者さんと共に考えてい
く領域です。
　患者さんを取り巻く人間関係は、
もちろん家族をはじめさまざまであ
り、その人間関係の相互作用の中で
患者さんは元気になり、時には傷つ
いてしまうこともあるでしょう。で
は、どうすれば診察室の会話によっ
て、患者さんの元気を引き出すこと
ができるでしょうか。

会話のバリエーションとしての
問いかけ
　医療現場では、良質な信頼関係の
上での直接的な励ましが奏功する場
合も多いでしょうが、反対に単なる
慰めや一方的な励ましだけでは、な
かなか元気を取り戻してもらえない
ことを経験した方も少なくないでし
ょう。元気を引き出す会話のバリエ
ーションが多いほど、臨機応変なコ
ミュニケーションが可能になるので
はないでしょうか。
　私はそのバリエーションの一つと
して、問いかけ（質問）を行うこと
にヒントがあると考えています。自
らの「元気の素」を一番よく知って
いるのは、実は私たち専門家ではな
く、患者さん自身であるはずです。
よって、短い会話の中で効果的な問
いかけ（質問）ができれば、患者さ

題に向けての解決能力の回復につな
がるのではないかと考えます。

新たなストーリーの探索
　オセアニアから発展した心理療法
であるナラティヴ・セラピーでは、
私たちは、私たちの人生をストーリ
ー（物語）の中で生きていると考え
ます。ストーリーは、出来事である
プロットのつなぎ合わせによって紡
がれます。
　しかし、全ての出来事を網羅して
語ることはできませんから、何かに
ついて語るときには、当然ながらそ
こで拾われるプロットは自ずと選択
されたものとなります。つまり、私
たちの語る私たち自身に関するスト
ーリーには、選択されていないプロ
ットも必ず存在するわけです。
　元気のない状態に関するストーリ
ーが語られる時には、それと矛盾し
たプロットは選択されていない可能
性があります。しかしながら、なん
とかその人なりに頑張っていること
や持ちこたえているプロットも必ず
あるはずなのです。
　つまり、問いかけによって、先の
自信や柔軟性、コミュニケーション
などの回復に関連する、これまで光
のあたっていなかったプロットにつ
いて探索することができれば、新た
なストーリーを共につくり上げるこ
とができると考えられます。このよ
うなナラティヴ・セラピーの考え方
は、現実は社会的に構成されるとい
う社会構成主義の考え方に基づいて
います。

具体的にどのような
プロットを拾うのか
　では、具体的にどのようなプロッ
トを拾えばよいのでしょうか。例え
ば、（１）解決：患者さん自身がど
のようになればよいのか、という患

んの元気を引き出すことができるで
しょう。ただし、ここでの問いかけ
は、単に情報を引き出すためのもの
というよりも、問いかけを中心とし
た会話によって患者さんと共につく
り上げていくものなのです。

元気を共につくり上げる
会話とは？
　元気を共につくり上げるために
は、「元気のない原因」を見つけよ
うとするよりも、「すでにある元
気」を見つけることが大切です。無
論、原因を見つけて、解決できるこ
ともたくさんあります。
　例えば、症状によって元気がなく
なっているのであれば、症状の軽減
が元気の回復につながるでしょう。
しかし、原因をつきとめたとして
も、原因が除去できない場合もあり
ます。病気や症状が難治である場合
や人間関係に原因がある場合など
は、シンプルに解決に至ることが難
しいかもしれません。また、人間関
係に関する場合は、原因を見つけよ
うとすること自体が誰かを悪者にし
てしまい、さらに事態をこじらせて
しまう場合もあります。
　このように、元気がなくなる原因
（問題）にはさまざまなものがある
でしょうが、元気がなくなること
で、本来持ち合わせていたはずのあ
らゆることに対する自信がなくなっ
てしまい、柔軟性までもが欠如し、
副次的なコミュニケーションの滞り
によって、ますます解決に向かいに
くい状況が生じるものと考えられま
す。
　よって、原因いかんに関わらず、
問いかけを中心とした会話によっ
て、本来患者さんが持っていた①自
信、②柔軟性、③コミュニケーショ
ンなどが回復されれば、病気そのも
のに対する心構えや、人間関係の問

者さん自身が思い描く解決像やゴー
ル、また、（２）例外：元気のない
部分ではなく、元気の残っていると
ころや患者さん自身の努力や工夫、
（３）強さ：患者さん自身がどのよ
うに辛い状況を乗りきっているの
か、（４）能力：患者さん自身の本
来持っている能力（得意なことな
ど）、患者さんがすでに頑張ってい
ること、工夫していることなどが考
えられます。　

おわりに
　講演会の当日は、これらのことに
ついて具体例や演習を交えて紹介さ
せていただきました。また、患者さ
んを取り巻く関係者間で意見が対立
した際の解説や、解決に向けてのヒ
ントなども示させていただきまし
た。
　私自身も長らく医療の現場を経験
させていただいたこともあり、これ
らのことで少しでも医療現場のお役
に立つことができればと願っており
ます。
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